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【地方独立行政法人明石市立市民病院 中期目標 新旧比較表】 

第３期中期目標 

(案・第 4回時点) 

第３期中期目標 

(案・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ実施分) 

評価委員の意見 

及びﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ意見 等 
市等の考え方 第３期中期目標（最終案） 

 

前文 

地方独立行政法人明石市立市民病院

は、「患者中心の安全で高度な医療を提供

し、市民の生命と健康を守り、市民から

の信頼に応える」という変わらぬ基本理

念のもと、市民のための病院として地域

医療を支え守り続けている。 

第１期（平成 23年 10月 1日～平成 28

年 3月 31日）及び第２期（平成 28年 4

月 1日～平成 31年 3月 31日）中期目標

期間においては、多くの課題に直面しな

がらも、地方独立行政法人の特長である

迅速な意思決定による自律的かつ弾力的

な経営環境のもと、理事長以下役員、職

員が着実に改革を推進し、診療体制を立

て直し財務の改善を図るなど、病院の再

建を果たしてきたところである。 

一方、医療を取り巻く情勢においては、

医療と介護の一体改革の流れのなかで、

国が示す地域医療構想のもと、超高齢社

会における自治体病院のあり方が問われ

ている。地域の実情を踏まえた病床機能

の再編が進められるなかで、市民病院は

「市民のための病院」として、これまで

以上に地域の多様なニーズを踏まえ、市

民に寄り添った医療機能の提供が求めら

れている。 

折しも市は、平成３０年４月１日の中

核市への移行により、県と市の健康・保

健の業務を一元化したあかし保健所を開
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・病床のあり方については、地域

医療構想に基づく東播磨圏域での

調整もあり、市や法人だけでは進

めていくことができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療・介護を取り巻く環境は

今後も変化していく可能性もあ

ることから、中期目標において

詳細な記載はしませんが、病床

のあり方など必要な協議につい

ては、東播磨圏域での調整等も

踏まえた手続きを図っていくこ

ととなる。 
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設し、こどもから高齢者まで、誰もが安

心できるくらしの基盤として、迅速で質

の高い保健衛生サービスの提供を行って

いる。あかし保健所と市民病院は、共に

地域医療への貢献を果たしていくため、

今後は連携をさらに密にしていく必要が

ある。 

団塊の世代がすべて７５歳以上となる

２０２５年に向け、今後、地域における

医療提供体制の再整備が加速していくな

か、市民病院には、医療介護一体改革の

本質をしっかり捉え、地域に根ざした自

治体病院の使命として、関係機関に対す

る医療における支援を、さらに推進され

ることを期待する。 

 市は、救急や小児医療等の不採算医療

などに対して必要な支援を行うととも

に、市民病院に対しては、これまでの業

務の成果を活かしながら、患者や市民、

地域の医療機関からさらに信頼され、地

域医療を支え、守り続けていくことを強

く求め、ここに第３期の中期目標を定め

る。 

 

開設し、こどもから高齢者まで、誰もが

安心できるくらしの基盤として、迅速で

質の高い保健衛生サービスの提供を行

っている。あかし保健所と市民病院は、

共に地域医療への貢献を果たしていく

ため、今後は連携をさらに密にしていく

必要がある。 

団塊の世代がすべて７５歳以上とな

る２０２５年に向け、今後、地域におけ

る医療提供体制の再整備が加速してい

くなか、市民病院には、医療介護一体改

革の本質をしっかり捉え、地域に根ざし

た自治体病院の使命として、関係機関に

対する医療における支援を、さらに推進

されることを期待する。 

 市は、救急や小児医療等の不採算医療

などに対して必要な支援を行うととも

に、市民病院に対しては、これまでの業

務の成果を活かしながら、患者や市民、

地域の医療機関からさらに信頼され、地

域医療を支え、守り続けていくことを強

く求め、ここに第３期の中期目標を定め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市が不採算医療に対し必要な支

援を行うことは当然のことであ

り、記述は不要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市が市民病院に求めることを

記載する内容となるよう、文章

を修正する。 

開設し、こどもから高齢者まで、誰もが

安心できるくらしの基盤として、迅速で

質の高い保健衛生サービスの提供を行

っている。あかし保健所と市民病院は、

共に地域医療の充実のため、今後は連携

をさらに密にしていく必要がある。 

団塊の世代が７５歳以上となる２０

２５年に向け、今後、地域における医療

提供体制の再整備が加速していくなか、

市民病院には、医療介護一体改革の本質

をしっかり捉え、地域に根ざした自治体

病院として、関係機関への医療における

支援を、さらに推進することを期待す

る。 

 市民病院には、これまでの業務改善の

成果を活かしながら、地域医療を支え、

守り続けていくことにより、患者や市

民、地域の医療機関からさらに信頼され

る病院となることを強く求め、ここに第

３期の中期目標を定める。 

 

 

第１ 中期目標の期間 

 中期目標の期間は、２０１９年４月１

日から２０２３年３月３１日までの４年

間とする。 

 

 

第１ 中期目標の期間 

 中期目標の期間は、２０１９年４月１

日から２０２３年３月３１日までの４

年間とする。 

 

   

第１ 中期目標の期間 

 中期目標の期間は、２０１９年４月１

日から２０２３年３月３１日までの４

年間とする。 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスそ

の他の業務の質の向上に関する事項 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスそ

の他の業務の質の向上に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスそ

の他の業務の質の向上に関する事項 
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１ 市民病院としての役割の明確化 

 

(1) 医療機能の明確化 

高齢化がさらに進展するなかで、必要

な医療従事者の確保や医療機器の整備

等を行い、地域の医療需要や新たな医療

課題に対応しながら、急性期から回復期

そして在宅医療（慢性期）に至るまでの

継続した総合的な医療を提供すること。 

 

 

(2) 地域包括ケアシステムにおける機能

の強化 

地域における医療・介護サービスの総

合的な充実を図るため、地域包括ケアシ

ステムにおける中心的な役割を担う体

制を整え、公立病院として地域連携や在

宅復帰への支援等を積極的に行うこと。 

 

 

(3) 災害及び重大な感染症発生時への対

応 

大規模災害や新型インフルエンザ等

の重大な感染症の発生など、健康危機

の事象発生に備え、あかし保健所をは

じめとする市の関係機関と連携、協力

のもと、迅速に対応できる体制を整え

ておくこと。 

 

 

２ 高度な総合的医療の推進 

 

(1) 急性期医療を中心とした総合的な医

療の提供 

１ 市民病院としての役割の明確化 

 

(1) 医療機能の明確化 

高齢化がさらに進展するなかで、必

要な医療従事者の確保や医療機器の整

備等を行い、地域の医療需要や新たな

医療課題に対応すること。 

 

 

 

 

(2) 地域包括ケアシステムにおける機

能の強化 

地域包括ケアシステムにおける中心

的な役割を担う体制を整え、公立病院

として地域連携や在宅復帰への支援等

を積極的に行うこと。 

 

 

 

(3) 災害及び重大な感染症発生時への

対応 

大規模災害や新型インフルエンザ等

の重大な感染症の発生など、健康危機

の事象発生に備え、あかし保健所をは

じめとする市の関係機関と連携、協力

のもと、迅速に対応できる体制を整備

すること。 

 

 

２ 高度な総合的医療の推進 

 

(1) 急性期医療を中心とした総合的な

医療の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「地域包括ケアシステム」は市の

使命であることから、記述は必

要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域包括ケアシステムは、保

険者である市や県が地域の特

性に応じて作り上げるもの

で、市民病院は「医療・介護

連携」の部分を担うものであ

ることから、文章を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市民病院としての役割の明確化 

 

(1) 医療機能の明確化 

高齢化がさらに進展するなかで、必

要な医療従事者の確保や医療機器の整

備等を行い、地域の医療需要や新たな

医療課題に対応すること。 

 

 

 

 

(2) 地域包括ケアシステムにおける機

能の強化 

市が医療・介護サービスの総合的な

充実を図るうえで、市民病院は、地域

包括ケアシステムにおける中心的な役

割を担う体制を整え、積極的な対応を

行うこと。 

 

 

(3) 災害及び重大な感染症発生時への

対応 

大規模災害や新型インフルエンザ等

の重大な感染症の発生など、健康危機

の事象発生に備え、あかし保健所をは

じめとする市の関係機関と連携、協力

のもと、迅速に対応できる体制を整備

すること。 

 

 

２ 高度な総合的医療の推進 

 

(1) 急性期医療を中心とした総合的な

医療の提供 
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多くの診療科を有する総合病院とし

て、急性期医療の提供を推進するとと

もに、複合疾患を有する患者等に対応

した医療を提供すること。 

地域医療構想を踏まえ、急性期後の

診療の充実を図るほか、兵庫県保健医

療計画に基づく医療機能の充実や強化

を図り、地域で不足する機能について

は、公立病院としてその補完に努める

こと。 

 

 

(2) 救急医療の推進 

二次救急診療や一次救急の後方支

援、地域の小児医療の要として小児救

急の充実など、地域の基幹病院として

救急医療の充実を図ること。 

 

 

(3) 市と連携した政策医療の充実 

あかし保健所と連携して、市民の健

康増進を図り、また、市の保健・福祉

行政と連携し、各種健康診断や認知症

の初期鑑別診断などの社会的要請に応

えていくこと。市が 2020年度に病院敷

地内に整備する障害者等歯科診療所に

ついて、後方支援など医療連携に努め

ること。 

 

 

３  利用者本位の医療サービスの提供 

 

(1) 医療における信頼と納得の実現 

患者の権利を尊重し、医療相談等の

多くの診療科を有する総合病院と

して、急性期医療の提供を推進すると

ともに、複合疾患を有する患者等に対

応した医療を提供すること。 

急性期から回復期そして在宅医療

（慢性期）に至るまでの継続した総合

的な医療を提供すること。 

公立病院として医療機能の充実や

強化を図り、地域で不足する機能の補

完に努めること。 

 

 

(2) 救急医療の推進 

二次救急診療や一次救急の後方支

援、地域の小児医療の要として小児救

急の充実など、地域の基幹病院として

救急医療の充実を図ること。 

 

 

(3) 市と連携した政策医療の充実 

あかし保健所をはじめ市の関係機

関と連携して、市民の健康増進を図

り、各種健康診断や認知症の初期鑑別

診断などの社会的要請に応えていく

こと。市が 2020 年度に病院敷地内に

整備する障害者等歯科診療所につい

て、後方支援など医療連携に努めるこ

と。 

 

 

３  利用者本位の医療サービスの提供 

 

(1) 医療における信頼と納得の実現 

患者の権利を尊重し、医療相談等の

 

 

 

 

・詳細な内容は法人の中期計画に

記載すべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市として市民病院に地域にお

けるどのような役割を担って

もらいたいかを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの診療科を有する総合病院と

して、急性期医療の提供を推進すると

ともに、複合疾患を有する患者等に対

応した医療を提供すること。 

国等の動向を見極めながら、公立病

院として医療機能の充実や強化を図

り、地域で不足する機能を補完するな

ど、市民等にとって必要な医療を提供

すること。 

 

 

 

(2) 救急医療の推進 

二次救急診療や一次救急の後方支

援、地域の小児医療の要として小児救

急の充実など、地域の基幹病院として

救急医療の充実を図ること。 

 

 

(3) 市と連携した政策医療の充実 

あかし保健所をはじめ市の関係機

関と連携して、市民の健康増進を図

り、各種健康診断や認知症の初期鑑別

診断などの社会的要請に応えていく

こと。市が 2020 年度に病院敷地内に

整備する障害者等歯科診療所につい

て、後方支援など医療連携に努めるこ

と。 

 

 

３  利用者本位の医療サービスの提供 

 

(1) 医療における信頼と納得の実現 

患者の権利を尊重し、医療相談等の
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実施により、信頼と納得が得られる医

療サービスの提供を図ること。 

患者中心の医療を実践するため、患

者自身が自分に合った治療を選択でき

るよう、インフォームド・コンセント

を徹底すること。 

 

 

(2) 利用者本位のサービスの向上 

市民や患者のニーズを的確に把握

し、受療環境等の継続的な改善など利

用者本位のサービスのさらなる向上

を図ること。 

 

 

４  地域とともに推進する医療の提供 

 

(1) 地域医療支援病院としての役割の強

化 

市民が必要な時に必要な支援を受

けられるよう、地域の医療機関との連

携強化に努め、協働して地域医療のさ

らなる充実に取り組むこと。医療機器

や病床の共同利用のほか、地域の医療

従事者への研修など地域医療支援病

院としての役割を積極的に果たすこ

と。 

 

(2)  （※削除 第１の１の(2)に集約） 

 

 

(2) 地域社会や地域の諸団体との交流 

公開講座やホームページ等を通じ

て市民病院の役割や診療内容などの

実施により、信頼と納得が得られる医

療サービスの提供を図ること。 

患者中心の医療を実践するため、患

者自身が自分に合った治療を選択で

きるよう、インフォームド・コンセン

トを徹底すること。 

 

 

(2) 利用者本位のサービスの向上 

市民や患者のニーズを的確に把握

し、受療環境等の継続的な改善など利

用者本位のサービスのさらなる向上

を図ること。 

 

 

４  地域とともに推進する医療の提供 

 

(1) 地域医療支援病院としての役割の

強化 

地域の医療機関との連携強化に努

め、協働して地域医療のさらなる充

実に取り組むこと。医療機器や病床

の共同利用のほか、地域の医療従事

者への研修など地域医療支援病院と

しての役割を積極的に果たすこと。 

 

 

 

(2)  （※削除 第１の１の(2)に集約） 

 

 

(2) 地域社会や地域の諸団体との交流 

公開講座やホームページ等を通じ

て市民病院の役割や診療内容などの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な計画は法人の中期計画

で示す方が良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目標のなかで、市としては「地

域医療への貢献」を求めるこ

実施により、信頼と納得が得られる医

療サービスの提供を図ること。 

患者中心の医療を実践するため、患

者自身が自分に合った治療を選択で

きるよう、インフォームド・コンセン

トを徹底すること。 

 

 

(2) 利用者本位のサービスの向上 

市民や患者のニーズを的確に把握

し、受療環境等の継続的な改善など利

用者本位のサービスのさらなる向上

を図ること。 

 

 

４  地域とともに推進する医療の提供 

 

(1) 地域医療支援病院としての役割の

強化 

地域の医療機関との連携強化に努

め、協働して地域医療のさらなる充

実に取り組むこと。医療機器や病床

の共同利用のほか、地域の医療従事

者への研修など地域医療支援病院と

しての役割を積極的に果たすこと。 

 

 

 

(2)  （※削除 第１の１の(2)に集約） 

 

 

(2) 地域社会や地域の諸団体との交流 

地域や関係団体等を対象に、医療や

介護、健康づくり等に関して、積極的
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情報を積極的に提供し、疾病予防等の

普及啓発のほか、市民等が医療・介護

のあり方に関心を持ち、それぞれの予

防対策に取り組める機会づくりを行

うこと。 

 

 

５  総合力による医療の提供 

 

(1) チーム医療と院内連携の推進 

患者に対して最良の医療を提供す

るため、すべての職員が診療科や職種

をこえて連携し、良好なコミュニケー

ションのもと、専門性を生かした質の

高いチーム医療を推進すること。 

 

 

(2) 情報の一元化と共有 

医療情報の一元化を図り、関係部署

で情報の共有化を進めることによっ

て、医療機能の充実、医療の質や安全

性の向上に努め、患者に対してより安

全で効果的な医療を提供すること。ま

た、部門毎の手順書や物品情報など、

医療現場の運営情報についても一元

化と共有に取り組むこと。 

 

 

６  医療の質の向上 

 

(1) 医療安全や感染防止対策の徹底 

患者に安全安心な医療を提供する

ため、医療事故や院内感染に関する情

報収集と分析を行い、医療事故等の予

情報を積極的に提供し、健康づくりや

疾病予防等の普及啓発のほか、地域に

おける感染症対策の向上に寄与する

など、地域社会や地域の諸団体との交

流を図ること。 

 

 

５  総合力による医療の提供 

 

(1) チーム医療と院内連携の推進 

患者に対して最良の医療を提供す

るため、すべての職員が診療科や職種

をこえて連携し、良好なコミュニケー

ションのもと、専門性を生かした質の

高いチーム医療を推進すること。 

 

 

(2) 情報の一元化と共有 

医療情報の一元化を図り、関係部

署で情報の共有化を進めることによ

って、より安全で効果的な医療を提

供すること。また、部門毎の手順書

や物品情報など、医療現場の運営情

報についても一元化と共有に取り組

むこと。 

 

 

 

６  医療の質の向上 

 

(1) 医療安全や感染防止対策の徹底 

医療事故や院内感染に関する情報

収集と分析を行い、医療事故等の予

防、再発防止対策の徹底を図ること。

 

・あかし医療安全ネットワークの

活動など、予防的な取組以外に

具体的な事業があれば、記載し

てはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市が立てる目標にしては、詳細

すぎるのではないか。 

・情報の一元化という最も大きな

テーマが明確になるように記載

するのが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あかし医療安全ネットワークの

活動について説明があった方が

望ましい。 

とを目標とする。 

・具体的な記載は中期計画にお

いて法人が記載するかたちと

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報の一元化と共有すること

により、何を求めるかを明確

に明記することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あかし医療安全ネットワーク

について、用語解説に説明を

追加する。 

な情報提供や講座等を行うなど、地域

社会等との交流を通じて、地域医療に

貢献すること。 

 

 

 

 

５  総合力による医療の提供 

 

(1) チーム医療と院内連携の推進 

患者に対して最良の医療を提供す

るため、すべての職員が診療科や職種

をこえて連携し、良好なコミュニケー

ションのもと、専門性を生かした質の

高いチーム医療を推進すること。 

 

 

(2) 情報の一元化と共有 

医療情報の一元化を図り、関係部

署で情報の共有化を進めることによ

って、より安全で効果的な医療を提

供すること。また、医療現場の運営

情報についても一元化と共有のも

と、業務の効率化と質の向上を図る

こと。 

 

 

 

６  医療の質の向上 

 

(1) 医療安全や感染防止対策の徹底 

医療事故や院内感染に関して、情

報収集や分析を行い、予防や発生防

止等の対策を徹底すること。また、
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防、再発防止対策の徹底を図ること。

また、あかし医療安全ネットワークの

活動を通じて、他病院の取組を参考に

するなど、医療安全体制の強化を図る

こと。 

 

 

 (2) 質の向上のための取組の強化 

医療の質や患者サービスの向上を

図るため、ＴＱＭ活動（※１）のさら

なる推進等に取り組むとともに、職員

は自己研鑽に努め、必要な知識や技術

の習得を図ること。 

 また、各種専門の教育研修病院とし

ての資格や高度専門医療実施病院と

して必要な施設基準を取得すること。 

（※１）ＴＱＭ活動・・・組織全員・

全体で、医療・サービスの質を継続

的に向上させること。テーマごとに

現状の課題等を把握のもと目標設

定をし、目標の達成に向けた対策案

を実施した後、評価と標準化に取り

組む活動。 

 

 

(3) コンプライアンス（法令・行動規範

の遵守）の強化 

関係法令等や行動規範を遵守する

とともに、個人情報の保護や情報公開

には適切に対応するなど、高い倫理観

のもとで法人業務が遂行されるよう、

法人における内部統制システムの構

築を図ること。 

 

また、あかし医療安全ネットワーク

の活動を通じて、他病院の取組を参

考にするなど、安全な医療の推進を

図ること。 

 

 

 

 (2) 質の向上のための取組の強化 

医療の質や患者サービスの向上を

図るため、ＴＱＭ活動のさらなる推

進等に取り組むとともに、職員は自

己研鑽に努め、必要な知識や技術の

習得を図ること。 

 また、各種専門の教育研修病院と

しての資格や高度専門医療実施病院

として必要な施設基準を取得するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) コンプライアンス（法令・行動規範

の遵守）の強化 

医療法をはじめとする関係法令等

や行動規範を遵守するとともに、個

人情報の保護や情報公開には適切に

対応するなど、高い倫理観のもとで

医療行為が行われるよう、意識の徹

底を図ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＴＱＭ活動の注意書きは必要か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人情報の保護や情報公開と、

医療行為の意識の徹底は分ける

方が良いと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・注意書きについて、説明文か

らは削除する。その他の用語

も含め、別途用語解説を作成

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章の入れ替え等により、医

療行為は法令や行動規範の遵

守にまとめ、それぞれの目的

を明確にする。 

 

 

 

あかし医療安全ネットワークの活動

を通じて、他病院の取組を参考にす

るなど、安全な医療の推進を図るこ

と。 

 

 

 

 (2) 質の向上のための取組の強化 

医療の質や患者サービスの向上を

図るため、ＴＱＭ活動のさらなる推

進等に取り組むとともに、職員は自

己研鑽に努め、必要な知識や技術の

習得を図ること。 

 また、各種専門の教育研修病院と

しての資格や高度専門医療実施病院

として必要な施設基準を取得するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) コンプライアンス（法令・行動規範

の遵守）の強化 

高い倫理観のもとで医療行為が行

われるよう、医療法をはじめとする

関係法令等や行動規範を遵守するこ

と。また、個人情報の保護や情報公

開には適切に対応すること。 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関す

る事項 

 

１  医療職が集まり成長する人材マネ

ジメント 

 

(1) 必要な医療職の確保 

医療水準を向上させるため、引き続

き優秀な医療職の人材確保に努める

こと。特に、法人の目指す方向性に相

応しく、組織の一員として行動できる

人材の確保に注力すること。 

 

 

 

(2) 魅力ある人材育成システム  

職員の専門性や医療技術の向上の

ため、職務に関連する専門資格の取得

などの支援の充実を図ること。 

また、医学生をはじめとする研修

生、実習生に対する教育や研修体制の

充実、医療従事者の育成に継続的に取

り組むこと。 

 

 

２  経営管理機能の充実 

 

(1) 役員の責務  

理事長をはじめ全役員は、内部統制

の運用における統括と指揮を行い、法

人業務の適正な執行の徹底を図るこ

と。 

また、全役員は経営情報を共有し、

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関す

る事項 

 

１  医療職が集まり成長する人材マネ

ジメント 

 

(1) 必要な医療職の確保 

医療水準を向上させるため、引き

続き優秀な医療職の人材確保に努め

ること。組織の一員として行動でき

る人材の確保に注力すること。また、

本来業務に専念できる環境等の整備

を図ること。 

 

 

(2) 魅力ある人材育成システム  

職員の専門性や医療技術の向上の

ため、職務に関連する専門資格の取

得などの支援の充実を図ること。 

また、医学生をはじめとする研修

生、実習生に対する教育や研修体制

の充実、医療従事者の育成に継続的

に取り組むこと。 

 

 

２  経営管理機能の充実 

 

(1) 役員の責務  

理事長をはじめ全役員は、内部統

制の運用により統括と指揮を行い、

法人業務の適正な執行の徹底を図る

こと。 

また、全役員は経営情報を共有し、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本来業務に専念できる環境の整

備の意味する目的の記載が必要

ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・何を統括、指揮するか明確にし

た方がよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・働き方改革が推進されるなか、

ワークライフバランスに配慮

した働きやすい環境整備を目

標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関す

る事項 

 

１  医療職が集まり成長する人材マネ

ジメント 

 

(1) 必要な医療職の確保 

医療水準を向上させるため、引き

続き優秀な医療職の人材確保に努め

ること。法人組織の一員として行動

できる人材の確保に注力すること。

また、仕事と生活の調和に配慮した

働きやすい環境の整備を図ること。 

 

 

(2) 魅力ある人材育成システム  

職員の専門性や医療技術の向上の

ため、職務に関連する専門資格の取

得などの支援の充実を図ること。 

また、医学生をはじめとする研修

生、実習生に対する教育や研修体制

の充実、医療従事者の育成に継続的

に取り組むこと。 

 

 

２  経営管理機能の充実 

 

(1) 役員の責務  

理事長をはじめ全役員は、内部統

制の運用により組織の統括と指揮を

行い、法人業務の適正な執行の徹底

を図ること。 

また、全役員は経営情報を共有し、
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経営環境を的確に見極め、効果的な戦

略をもって病院経営を牽引すること。 

 

 

 

(2) 管理運営体制の充実 

組織の目標を確実に達成するた

め、各部門の責任と権限を明確にし、

情報共有の徹底、意思決定の迅速化

など、管理運営の充実を図るととも

に、医療職を含む中間管理職がマネ

ジメント能力を発揮するよう努力す

ること。管理運営体制の充実に向け、

引き続きＢＳＣ（バランスト・スコ

アカード）の運用を推進すること。 

 

 

(3) 事務職の育成の推進 

病院の経営方針に沿った専門性の

高い職員の育成を図ること。ジョブ

ローテーション等を通じて、組織横

断的に活躍できる職員の育成に努め

ること。また、事務系幹部職員の計

画的な育成に取り組むこと。 

 

 

３  構造改革の推進 

 

(1) 組織風土の改革 

法人の目標達成に向け、職員一人

ひとりが日々の業務や組織に内包す

る課題に対して問題意識を高く持

ち、業務改善やコストの削減など、

率先して行動できるよう、職員の意

経営環境を的確に見極め、効果的な

戦略をもって病院経営を牽引するこ

と。 

 

 

(2) 管理運営体制の充実 

各部門の責任と権限を明確にし、

医療職を含む中間管理職がマネジメ

ント能力を発揮できるよう努力する

こと。管理運営体制の充実に向け、

引き続きＢＳＣ（バランスト・スコ

アカード）の運用を推進すること。 

 

 

 

 

 

(3) 事務職の育成の推進 

病院の経営方針に沿った事務系幹

部職員及び専門性の高い職員の計画

的な育成に取り組むこと。 

 

 

 

 

 

３  構造改革の推進 

 

(1) 組織風土の改革 

法人の目標達成に向け、職員一人

ひとりが日々の業務や組織に内包す

る課題に対して問題意識を高く持

ち、業務改善やコストの削減など、

率先して行動できるよう、職員の意

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専門性と組織横断の両方の能力

を持つ職員の育成は大切であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営環境を的確に見極め、効果的な

戦略をもって病院経営を牽引するこ

と。 

 

 

(2) 管理運営体制の充実 

各部門の責任と権限を明確にし、

医療職を含む中間管理職がマネジメ

ント能力を発揮できるよう努力する

こと。管理運営体制の充実に向け、

引き続きＢＳＣ（バランスト・スコ

アカード）の運用を推進すること。 

 

 

 

 

 

(3) 事務職の育成の推進 

高い専門性と組織横断的な活動力

を備えた職員及び事務系幹部職員の

計画的な育成に取り組むこと。 

 

 

 

 

 

３  構造改革の推進 

 

(1) 組織風土の改革 

法人の目標達成に向け、職員一人

ひとりが日々の業務や組織に内包す

る課題に対して問題意識を高く持

ち、業務改善やコストの削減など、

率先して行動できるよう、職員の意
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識改革を推進すること。 

 

 

(2) 人事評価制度の運用 

人材育成や職員のモチベーション

の向上、組織の活性化につながる公正

で客観的な人事評価制度の運用を行

うこと。 

 

 

(3) 労働生産性の向上  

適正な人員配置のもと、職員一人ひ

とりが業務のさらなる効率化を図り、

労働生産性の向上に努めること。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 

１ 業績管理の徹底 

 

(1) 診療実績の向上による収入の確保  

病床稼働率及び診療単価の向上に

努め、さらなる増収を目指すこと。ま

た、診療報酬改定や健康保険法等の改

正には迅速に対応し、収益の改善を図

ること。 

 

 

(2) 支出管理などによる経費削減  

人件費や経費等について、具体的な

数値目標を設定し、その達成を図るた

め効率的な購買・契約システムの推進

など様々な取組を進め、引き続き削減

に努めること。 

識改革を推進すること。 

 

 

(2) 人事評価制度の運用 

人材育成や職員のモチベーション

の向上、組織の活性化につながる公

正で客観的な人事評価制度の運用を

行うこと。 

 

 

(3) 労働生産性の向上  

適正な人員配置のもと、職員一人

ひとりが業務のさらなる効率化を図

り、労働生産性の向上に努めること。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 

１ 業績管理の徹底 

 

(1) 診療実績の向上による収入の確保  

病床稼働率及び診療単価の向上に

努め、さらなる増収を目指すこと。

また、診療報酬改定や健康保険法等

の改正には迅速に対応し、収益の改

善を図ること。 

 

 

(2) 支出管理などによる経費削減  

材料費や人件費、経費など主要な費

用について具体的な数値目標を設定

し、その達成を図るための取組を進

め、引き続き効率的な支出管理に努め

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人件費は人事評価制度で管理す

るものとして、支出管理に含め

ない方がよいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・収益に対する全体的な支出に

ついて管理をするという点か

ら、人件費も含めて支出管理

に努めていただきたいと考え

る。 

識改革を推進すること。 

 

 

(2) 人事評価制度の運用 

人材育成や職員のモチベーション

の向上、組織の活性化につながる公

正で客観的な人事評価制度の運用を

行うこと。 

 

 

(3) 労働生産性の向上  

適正な人員配置のもと、職員一人

ひとりが業務のさらなる効率化を図

り、労働生産性の向上に努めること。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 

１ 業績管理の徹底 

 

(1) 診療実績の向上による収入の確保  

病床稼働率及び診療単価の向上に

努め、さらなる増収を目指すこと。

また、診療報酬改定や健康保険法等

の改正には迅速に対応し、収益の改

善を図ること。 

 

 

(2) 支出管理などによる経費削減  

材料費や人件費、経費など主要な費

用について具体的な数値目標を設定

し、その達成を図るための取組を進

め、引き続き効率的な支出管理に努め

ること。 
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(3) 原価計算の推進  

診療科別・部門別等の原価計算を実

施し、業績管理に活用すること。市が

支出する運営費負担金に基づく不採

算医療や政策医療等についてもその

経費を明らかにすること。 

 

 

２ 安定した経営基盤の確立 

 

(1) 収支の改善  

持続可能な病院経営ができるよう、

また、将来の投資が可能となるよう、

中期目標期間を通じて経常収支・資金

収支の黒字を目指し、経営基盤の安定

のため自己財源の確保に取り組むこ

と。 

 

 

(2) 計画的な投資 

整備方針について市と十分な連携

を図りながら、建替を含めた投資計画

を策定し、計画的な投資を行うこと。

病院機能を保持するための改修や医

療機器などの購入・投資にあたって

は、必要性や採算性を検討のもと計画

的に実施し、投資効果を検証するこ

と。 

 

 

(3) 原価計算の活用  

診療科別・部門別等の原価計算を活

用し、業務改善に努めること。市が支

出する運営費負担金に基づく不採算

医療や政策医療等についてもその経

費を精査すること。 

 

 

２ 安定した経営基盤の確立 

 

(1) 収支の改善  

持続可能な病院経営ができるよう、

また、将来の投資が可能となるよう、

中期目標期間を通じて経常収支・資金

収支の黒字を目指し、経営基盤の安定

のため自己財源の確保に取り組むこ

と。 

 

 

(2) 計画的な投資 

整備方針について市と十分な連携を図

りながら、計画的な投資を行うこと。病院

機能を保持するための改修や医療機器な

どの購入・投資にあたっては、必要性や採

算性を検討のもと計画的に実施し、投資効

果を検証すること。 

 

 

(3) 原価計算の活用  

診療科別・部門別等の原価計算を活

用し、業務改善に努めること。市が支

出する運営費負担金に基づく不採算

医療や政策医療等についてもその経

費を精査すること。 

 

 

２ 安定した経営基盤の確立 

 

(1) 収支の改善  

持続可能な病院経営ができるよう、

また、将来の投資が可能となるよう、

中期目標期間を通じて経常収支・資金

収支の黒字を目指し、経営基盤の安定

のため自己財源の確保に取り組むこ

と。 

 

 

(2) 計画的な投資 

整備方針について市と十分な連携を図

りながら、計画的な投資を行うこと。病院

機能を保持するための改修や医療機器な

どの購入・投資にあたっては、必要性や採

算性を検討のもと計画的に実施し、投資効

果を検証すること。 

 


